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2.新 領 域 開 拓 の キー ワ ー ドと関 連 ミ ッシ ョ ン
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ミ ッシ ョン1:環 境 計 測 ・地 球 再 生

3.研 究 概 要

地 上 か ら高度2km程 度 ま で の大 気 の最 下層 は 大 気 境 界 層 と呼 ばれ 、人 間 生 活 に

も直 接 関係 す る重 要 な領 域 で あ る。 信 楽MU観 測 所 設 置 の境 界 層 レー ダーLQ7(図

1)は 大 気 境 界 層 を含 む 高 度 数kmま で の風 速 を観 測 す る た め の周 波数1.3GHzの 小

型 レー ダ ー で あ る。 雨 や 雲 の な い 透 明 な 大 気 の動 き を知 る上 で 有 用 で あ るた め 、

新 領 域 開拓 研 究 の課 題 「大 気 質 の安 心 ・安 全 」の 観 測 に も一 部 利 用 され て い る が 、

観 測 領 域 が 地表 に 近 い た め 、送 信 ア ンテ ナ か らほ ぼ横 向 き に漏 れ 出 す 弱 い 電 波 が

周 辺 の 山や 建 物 に 当た って 強 い エ コー(ク ラ ッタエ コー)を 生 じ、観 測 対 象 で あ

る大 気 乱 流 エ コー を遮 って しま うとい う問題 が あ る。本 課 題 で は 、す で に利 用 が

終 わ っ た情 報 通 信 研 究機 構 のLQ7用 ク ラ ッ タ フ ェ ン ス を信 楽MU観 測 所 に移 設 し

て 、LQ7の 観 測 能 力 を 向上 させ 、 共 同利 用 課題 や 「大 気 質 」課 題 に お け る大 気 微

量 成 分 の輸 送 の 定 量 的 把 握 に資 す る こ とを 目的 とす る。
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図1.信 楽MU観 測 所 に 設 置 の 境 界 層 レー ダ ーLQ7
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